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１ 小学校体育科はどのようなことに重点を置いて改善されるのか。

 運動領域においては，生涯にわたって運動やスポーツに親しみ，スポーツとの

多様な関わり方を場面に応じて選択し，実践することができるよう，また，保健

領域においては，生涯にわたって健康を保持増進する資質・能力を育成すること

ができるよう「知識及び技能 「思考力，判断力，表現力等 「学びに向かう」， 」，

力，人間性等」の育成を重視している。

 「カリキュラム・マネジメント」及び主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善を推進する観点から，発達の段階のまとまりを考慮し，各領域で育成

することを目指す具体的な内容の系統性を踏まえた指導内容の一層の充実を図る

ことを求めている。

 運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点から，体力や技能の程度，

年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を

共有することができるよう指導内容の充実を図る。その際，共生の視点を重視し

て改善を図ることを求めている。

 生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する基礎を培うことを重視し 知，「

識及び技能 「思考力，判断力，表現力等 「学びに向かう力，人間性等」の」， 」，

内容の一層の明確化を図ることを求めている。

 自己の健康の保持増進や回復等に関する内容を明確化し 「技能」に関連して，

心の健康，けがの防止の内容の改善を図るとともに，運動領域との一層の関連を

図った内容等について改善することを求めている。

２ 小学校体育科の目標は，どのように変わるのか。

目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習

過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増

進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。

 その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全に

ついて理解するとともに，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

 運動や健康についての自己の課題を見付け，その課題に向けて思考し判

断するとともに，他者に伝える力を養う。

 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明

るい生活を営む態度を養う。

改善について 

体育科の目標については，現行では一文で示しているが，中央教育審議会答申

において，学校教育法第30条２項の規定を一層明確化するため，全ての教科等に

おいて，資質・能力を示す三つの柱を踏まえ，各教科等を共通した目標の示し方

としたために，改訂された目標は，リード文の後に三つの資質・能力に関する目

標を示している。

今回改訂した体育科の目標は，義務教育段階で育成を目指す資質・能力を踏ま

えつつ，引き続き，体育と保健を関連させていく考え方を強調している。

体 育



- -76

３ 学年の目標は，どのように変わるのか。

目標改善の視点 

体育科の各学年の目標については，現行と同様に低・中・高学年の三段階で示

している。これは，児童の発達の段階を考慮するとともに，学習指導に弾力性を

もたせることに配慮している。

〔第１学年及び第２学年〕

 各種の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知るとともに，基本的な動

きを身に付けるようにする。

 各種の運動遊びの行い方を工夫するとともに，考えたことを他者に伝える

力を養う。

 各種の運動遊びに進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運動をし

たり，健康・安全に留意したりし，意欲的に運動をする態度を養う。

〔第３学年及び第４学年〕
 各種の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方及び健康で安全な生活や体の発

育・発達について理解するとともに，基本的な動きや技能を身に付けるよう

にする。

 自己の運動や身近な生活における健康の課題を見付け，その解決のための

方法や活動を工夫するとともに，考えたことを他者に伝える力を養う。

， ， 各種の運動に進んで取り組み きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり

友達の考えを認めたり，場や用具の安全に留意したりし，最後まで努力して

運動をする態度を養う。また，健康の大切さに気付き，自己の健康の保持増

進に進んで取り組む態度を養う。

〔第５学年及び第６学年〕
 各種の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方及び心の健康やけがの防

止，病気の予防について理解するとともに，各種の運動の特性に応じた基本

的な技能及び健康で安全な生活を営むための技能を身に付けるようにする。

 自己やグループの運動の課題や身近な健康に関わる課題を見付け，その解

決のための方法や活動を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者

に伝える力を養う。

 各種の運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をしたり，仲

自己の最善を間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全に留意したりし，

運動をする態度を養う。また，健康・安全の大切さに気付き，自己尽くして
の健康の保持増進や回復に進んで取り組む態度を養う。

４ 内容は，どのように変わるのか

内容構成の視点 

運動領域の内容構成については 「知識及び技能 （ 体つくり運動系』は知識， 」『

及び運動 「思考力，判断力，表現力等 「学びに向かう力，人間性等」の内容）， 」

構成とする。また，保健領域については 「知識及び技能 「思考力，判断力，， 」，

表現力等」の内容構成とする。

内容及び内容の取扱いの改善 

ア 資質・能力の育成に向けた内容構造の整理

運動に関する「知識及び技能 ，運動に関する課題の発見・解決等のための」

「思考力，判断力，表現力等 ，主体的に学習に取り組む態度等の「学びに向」
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かう力，人間性等」に対応した内容で示した。

イ 指導内容の系統性を踏まえた指導内容の一層の充実

豊かなスポーツライフを継続することができるよう，各種の運動の基礎を培

う時期，多くの領域の学習を経験する時期，卒業後も運動やスポーツに多様な

形で関わることができるようにする時期といった発達の段階を踏まえ，幼稚園

， 。並びに中学校との接続を重視し 系統性を踏まえた内容の一層の明確化を図る

ウ 運動やスポーツとの多様な関わりを重視した内容の改善

豊かなスポーツライフの実現を重視し，スポーツとの多様な関わり方を楽し

むことができるようにする観点から，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害

の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方や関わり方を共有す

ることができるよう，共生の視点を踏まえて指導内容を示した。

運動領域 
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保健領域 

５ 指導計画の作成と内容の取扱いで特に配慮すべきことは何か。

指導計画作成上の留意点 

ア 単元（題材）などの内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・

能力の育成に向けて，児童の「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るよう

にする。その際，体育や保健の見方・考え方を働かせ，運動や健康についての

自己の課題を見付け，その解決のための活動を選んだり工夫したりする活動の

充実を図る。また，運動の楽しさや喜びを味わったり，健康の大切さを実感し

たりすることができるよう留意する。

イ 一部の領域の指導に偏ることのないよう授業時数を配当する。

ウ 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」に配当する授業時数は，２

学年間で８単位時間程度，また，第２の第５学年及び第６学年の内容の「Ｇ保

健」に配当する授業時数は，２学年間で16単位時間程度とする。

エ 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」並びに第５学年及び第６学

年の内容の「Ｇ保健 （以下「保健」という ）については，効果的な学習が行」 。

われるよう適切な時期に，ある程度まとまった時間を配当する。
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オ 低学年においては，第１章総則の第２の４の(1)を踏まえ，他教科等との関連

を積極的に図り，指導の効果を高めるようにするとともに，幼稚園教育要領等に

示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮する。特に，小学校入

学当初においては，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，弾力的な時間

割の設定を行うなどの工夫をする。

カ 障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた

指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行う。

キ 第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの

関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，体育科

の特質に応じて適切な指導をする。

内容の取扱い 

ア 学校や地域の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動経験や技能の程度な

どに応じた指導や児童自らが運動の課題の解決を目指す活動を行えるように工夫

する。特に，運動を苦手と感じている児童や，運動に意欲的に取り組まない児童

への指導を工夫するとともに，障害のある児童などへの指導の際には，周りの児

童が様々な特性を尊重するよう指導する。

イ 筋道を立てて練習や作戦について話し合うことや，身近な健康の保持増進につ

いて話し合うことなど，コミュニケーション能力や論理的な思考力の育成を促す

ための言語活動を積極的に行うことに留意する。

ウ 第２の内容の指導に当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークなどの

情報手段を積極的に活用し，各領域の特質に応じた学習活動を行うことができる

ように工夫する。その際，情報機器の基本的な操作についても，内容に応じて取

り扱う。

エ 運動領域におけるスポーツとの多様な関わり方や保健領域の指導については，

具体的な体験を伴う学習を取り入れるよう工夫する。

オ 第２の内容の「Ａ体つくりの運動遊び」及び「Ａ体つくり運動」の( )のアに1
ついては，各学年の各領域においてもその趣旨を生かした指導ができるようにす

る。

カ 第２の内容の「Ｄ水遊び」及び「Ｄ水泳運動」の指導については，適切な水泳

場の確保が困難な場合にはこれらを取り扱わないことができるが，これらの心得

については，必ず取り上げる。

キ オリンピック・パラリンピックに関する指導として，フェアなプレイを大切に

するなど，児童の発達の段階に応じて，各種の運動を通してスポーツの意義や価

値等に触れることができるようにする。

ク 集合，整頓，列の増減などの行動の仕方を身に付け，能率的で安全な集団とし

ての行動ができるようにするための指導については，第２の内容の「Ａ体つくり

の運動遊び」及び「Ａ体つくり運動」をはじめとして，各学年の各領域（保健を

除く ）において適切に行う。。

ケ 自然との関わりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動などの

指導については，学校や地域の実態に応じて積極的に行うことに留意する。

コ 保健の内容のうち運動，食事，休養及び睡眠については，食育の観点も踏まえ

つつ，健康的な生活習慣の形成に結び付くよう配慮するとともに保健を除く第３

学年以上の各領域及び学校給食に関する指導においても関連した指導を行うよう
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にする。

カ 保健の指導に当たっては，健康に関心をもてるようにし，健康に関する課題

を解決する学習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を行う。

体育・健康に関する指導 

学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校

の教育活動全体を通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポ

ーツライフの実現を目指した教育の充実に努める。特に，学校における食育の推

進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指導及び心身の健康の保持増進

に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の時間はもとより，各教

科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質

に応じて適切に行うよう努める。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会

との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・保健に関する活動の実践

を促し，生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよ

う配慮する。

６ 移行措置への対応はどうするのか。

現行学習指導要領の特例の内容 

平成30年度及び平成31年度の第１学年から第６学年までの体育の指導に当

たっては，現行小学校学習指導要領第２章第９節の規定にかかわらず，その

全部又は一部について新小学校学習指導要領第２章第９節の規定によること

ができる。

移行期間中における学習指導についての通知内容等 

ア 各教科等ごとの特例の概要等

体育については，全部又は，一部について新小学校学習指導要領によることができ

ることとする。

イ 学習指導上の留意事項

 小学校特例告示により追加又は省略することとした内容（学年間で移行し

た内容を含む）について，十分留意した指導計画を作成する。特に，移行期

間中に追加して指導すべきとされている新小学校学習指導要領の内容につい

ては，新学習指導要領の規定により，適切な指導が行われるようにする。

 移行期間中に新学習指導要領によることができるとされている教科におい

て，実際に新学習指導要領による場合は，その内容に応じて適切な教材を用

いるとともに所要の時数を確保して指導を行うこととする。

 現行学習指導要領及び新学習指導要領において目標及び内容を２学年まと

めて示している教科について，特に，平成31年度の指導に当たっては，翌年

度を見通した適切な指導計画を作成して指導し，平成32年度の指導に当たっ

ては，前年度における指導内容を踏まえて適切な指導計画を作成して指導す

る必要があることに十分に留意し，新小学校学習指導要領に円滑に移行でき

るようにする。
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７ 評価規準はどのように作成するのか。
評価規準の作成に当たっては，各教科等の学習指導要領の目標の規定を踏まえ，

観点別学習状況の評価の対象とするものについて整理した「評価の観点及びその趣
」 。（ 「 」旨 を作成する 平成31年３月29日付初等中等教育局長通知 30文科初第1845号

別紙４参照）また，同様に学年（又は分野）の目標を踏まえて「学年（又は分野）
の観点の趣旨」を作成する。

（体育科）小学校学習指導要領Ｐ139参照
知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

その特性に応じた各種 運動や健康についての自 運動に親しむとともに健
の運動の行い方及び身 他の課題見付け，その解 康の保持増進と体力の向
近な生活における健康 決に向けて思考し判断す 上を目指し，楽しく明る
・安全について理解す るとともに，他者に伝え い 生 活 を 営 む 態 度 を 養
るとともに，基本的な る力を養う。 う。
動きや技能を身に付け
るようにする。

（体育科 「評価の観点及びその趣旨」）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

各種の運動の行い方に 自己の運動の課題を見付 運動の楽しさや喜びを味
ついて理解していると け，その解決のための活 わうことができるよう，
ともに，基本的な動き 動を工夫しているととも 運動に進んで取り組もう
や技能を身に付けてい に，それらを他者に伝え としている。また，健康
る。また，身近な生活 ている。また，身近な生 を大切にし，自己の健康
における健康・安全に 活における健康に関する の保持増進についての学
ついて実践的に理解し 課題を見付け，その解決 習に進んで取り組もうと
ているとともに，基本 を目指して思考し判断し している。
的な技能を身に付けて ているとともに，それら
いる。 を他者に伝えている。
 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。

ア 体育科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。
イ 【観点ごとのポイント】を踏まえ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作，

成する。
※ 「内容のまとまり」とは 「知識及び技能 「思考力，判断力，表現力等」， 」，

のことであり，各教科等の学習指導要領解説の「第３ 指導計画の作成と内容
の取扱い」における「内容や時間のまとまり」と同義ではない。

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】 

ア 「知識・技能」のポイント
・ 「知識」については，学習指導要領の内容 の「その行い方を知る」と示

している部分が該当し，評価規準は 「～について理解している 」として， 。
作成することができる。

・ 「技能」については，学習指導要領の内容 の「その動きを身に付ける」
と示している部分が該当し，評価規準は 「～の動きを身に付けている 」， 。
として作成することができる。

イ 「思考･判断･表現」のポイント
 の ～を工夫する」と示し・ 「思考・判断」については，学習指導要領の内容 「

ている部分が該当し，評価規準は ～を工夫している 」として作成すること， 。「
ができる。

・ 「表現」については，  の「考えたことを友達に伝えるこ学習指導要領の内容
と 」と示している部分が該当し，評価規準は 「考えたことを友達に伝えてい。 ，
る 」として作成することができる。。

ウ 「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
 のすべて「主体的に学習に取り組む態度」 学習指導要領の内容については，

が該当し，評価規準は「～しようとしている 」として作成することができる。。


